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RILEM TC-DSCの概要
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　RILEM TC-DSC（Durability of Self-Compacting Concrete：自己充填コンクリートの耐久性に関する研究委員会）の概要は以下のとおりである。

TC設置の背景と目的

　自己充填コンクリート（Self-Compactiong Concrete：以下SCC）については、世界中でレオロジー、ワーカビリティ、打設、機械的性質、耐久性などについての多くの研究が行われている。RILEMにおいても、これまでに TC-SCC（Self-Compactiong Concrete）とTC-CSC（Casting of Self-Compacting Concrete）［いずれも委員長：A.Skarendahl］が組織され、1999年にストックホルム、2003年にレイキャビク、そして2005年にはシカゴでSCCに関する国際シンポジウムを開催するなど活発な活動を行っている。

　2004年3月に活動を終了したTC-CSCでは、SCCの施工に関する項目に焦点を絞り、研究者や実務者などにとって興味深い、貴重な情報が報告書として取りまとめられた。しかし、SCCの耐久性についてはまだ不明な点が多いとの共通認識から、TC-CSCの活動の延長として本委員会が2004年の9月から3年間の予定で設置された。

　セメント系材料の劣化機構は潜在的に攻撃的な物質の透過性の影響を大きく受けるため、従来のコンクリートと調合の考え方の異なるSCCは、細孔構造や耐久性が従来のコンクリートと異なると考えられるが、潜在的に攻撃的な物質がSCCでのどのような移動挙動を示すかが根本的に明らかになっていない。SCCは、従来のコンクリートの振動･締め固めに起因する耐久性上の問題の解決策として開発されたものだが、その耐久性についての十分な理解がないまま実用化されているのが現状である。

　これまでSCCの耐久性に関して従来のコンクリートとの数多くの比較試験が行われ、非常に貴重な結果が得られているが、多くの矛盾する結論も見られる。これまでの研究では、比較用の従来のコンクリートが同一圧縮強度、同一水セメント比という条件で選択されているために、結論を一般化できていないという問題を引き起こしている。つまり、同一強度ということが材料の構造、空隙構造、物質移動機構が同じであることを意味するものではないということである。これらの研究で得られた結論は、その研究で設定した条件の範囲でだけあてはまるものである。本委員会では、SCCの細孔構造、気泡組織や物質移動機構に関する情報を集め、耐久性に関する試験結果とあわせて劣化機構について検討し、基礎的なアプローチによる研究を通してSCCの耐久性に関する普遍的な結論を得ることを目的としている。

委員構成

　本委員会の構成は、2005年10月現在、委員長Geert DE SCHUTTER（Ghent University, Belgium）、幹事Guang YE（Delft University, Netherlands）のほか、委員25名（スウェーデン5名、ベルギー3名、米国2名、ドイツ2名、フランス、スイス、スペイン、イタリア、ギリシャ、アイスランド、北アイルランド、英国、カナダ、ニュージーランド、ロシア、中国、日本、各1名）と通信委員6名（スウェーデン、デンマーク、ノルウェー、イタリア、フランス、スイス、各1名）である。

これまでの活動経過と今後の予定

　本委員会は、2004年9月に設置され、これまでに3回の委員会を開催している。第1回委員会は2004年9月25日にドイツ･エッセンのDuisburg-Essen Universityで開催され、委員会設置の目的、委員の紹介、活動予定、役割分担などが議論された。その後、各委員が既往の文献調査、データの収集を行い、2005年4月8日に本委員会の委員長であるGeert De Schutter教授の所属するベルギー･ゲントのGhent Universityで第2回委員会が開催され、調査結果の報告、委員会の成果物としての「the state-of-the-art report」（STAR）の目次案、執筆担当者などについての議論が行われた。第3回委員会は、ACBMとRILEMの共催のシンポジウム「SCC2005」にあわせて、2005年10月30日にアメリカ･シカゴで開催され、情報交換とSTARの内容およびスケジュールの確認が行われた。

　今後は、各委員がSTARの担当部分の第1次原稿の執筆作業に入り、第4回委員会（2006年9月　カナダ･ケベック：RILEM week）、第5回委員会　2007年4月（ベルギー･ゲント）で内容を検討し、最終原稿を完成させることになっている。現段階で確定しているSTARの構成（目次案）を以下に示す。なお、養生についてはTC-CDCで、初期の体積変化についてはTC-EASですでに報告されているので本委員会では扱わない。

　1.はじめに［SCCの紹介、SCCの耐久性に関する矛盾、目的と概要］／2.SCCの微細構造［水和反応、細孔構造、気泡組織］／3.物質移動特性［液体の移動、気体の移動、細孔構造との関係］／4.劣化機構･性能／4.1.炭酸化／4.2.塩分浸透性／4.3.耐硫酸塩性･タマサイト生成／4.4.耐凍害性／4.5.AAR/ASR／4.6.耐火性／4.7.化学的劣化／5.寿命モデル／6.結論

　また、「第5回SCCに関するRILEM国際シンポジウム」を、第61回RILEM Annual weekにあわせて、2007年9月3～5日にベルギーのゲントで開催する予定である。詳細は、以下に問い合わせていただきたい（SCC2007, Prof.G.De Schutter, conference chair, Magnel Laboratory for Concrete Research, Ghent University, Technologiepark-Zwijnaarde 904, B9052 Ghent, Belgium, Fax: +32 9 264 58 45, E-mail: Labo.Magnel@UGent.be）。
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